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ネット通販詐欺 

 

挨拶は人間関係の扉を開く鍵 

 「おはよう」「いただきます」「行ってきます」「ただいま」 

「お帰りなさい」「おやすみなさい」 

こんな日常の挨拶を、照れくさくてきちんと言えていないという人も、

意外に多いのではないでしょうか。 

初めて顔を合わせる人でも、たった一言の挨拶がきっかけで親しい 

友人になっていくことがあります。 

挨拶には人間関係の扉を押し開く不思議な力があるのです。 

まずは自分から明るい挨拶を心がけ、お互いに支え合い、助け合える

温かい人間関係の輪を周囲に広げていきたいものです。 

 

 

カンパニュラ 

感謝・誠実 

 

ネット通販の詐欺的サイトによるトラブルが後を絶ちません。被害にあった商品は、有名ブランドの

バッグや靴などの高級品から、洗剤や洗濯ロープなどの日用品に至るまで、幅広い商品におよんでい

ます。被害にあってしまった後の返品や代金の回収はとても難しいので、申し込む前に信頼できるサ

イトかどうかをよく確認することが大切です。         公社）日本通信販売協会 HP 抜粋 

 

 

✅URL が不自然 ✅連絡先が不明、住所・電話・責任者名なし ✅字体（フォント）に通常使用

されない旧字体が混在 ✅日本の住所が記載されていても明らかに架空 ✅電話番号がない、記載

されていても明らかに架空 ✅会社概要がない、会社名が特定できない ✅一般に流通している価

格より大幅に安価 ✅外国語を直訳したような日本語として不自然な表現 ✅銀行振込のみでク

レジットカードや代引きが使えない ✅取り扱う商品の種類が混在している 

 



 

朝顔の花が咲く条件 

母校にて） 

 

朝顔の花は、朝の光を受けて咲くものだと

思われていました。 

けれども、ある植物学者が朝顔のつぼみに

二十四時間光を当てても花は咲かなかった

そうです。 

 

朝顔の花が咲くには、朝の光に当たる前

に、夜の冷気と闇に包まれる時間が 

不可欠なんです。 

 

人間も同じで、明るい所で光を見ても、 

その明るさは感じにくい。 

闇の中で光を見るからこそ、それを光明と

感じて感動し、生きる意欲も生まれてくる

のです。 

 

 

暗くて重い現実の中にも、明るく瑞々し

い、小さくても微かな光は必ずあります。 

そして、どちらを見つめるかで生き方は 

大きく変わってくる。 

 

世の中に様々な風が吹き荒れていますが、

何とかきょうまで生きてきたこと、 

とりあえずいま生きていること。 

 

そのことの価値を認めて、一日一日を 

大切に積み重ねていきたいものです。 

 

 

 

 

私もいつの頃からか、長いスパンで考えて 

思い煩うのはやめて、きょう一日を丁寧に 

生きようと考えるようになりました。 

 

朝起きると、きょうも何とか目を覚ますこと

ができたと感謝して、夜にはあぁきょうも 

一日終わったと安堵して眠りに就く。 

 

もちろん穏やかで気持ちのよい日もあれば、

ため息ばかりの重苦しい日もあります。 

しかし、どんな日もかけがえのないきょう 

一日と受け止めて、その日その日を味わい、 

丁寧に生きることが大切だと感じています。 

 

 

最近のニュースを見ていると、世の中がどん

どん悪くなっていくように感じられてなりま

せん。 

 

ただ、人間というのは希望がなくても生きら

れる。 

真っ暗な中でも生きていくんです。 

 

 

 

 

 

致知出版社 

 

五木 寛之  作家 

 



  

私たち俳句を詠む人間にとって吟ぎん行こう 

（和歌や俳句の題材を求めて出かけること）は 

日常の一部です。 

仲間と一緒のピクニックなどはもちろんですが、

例えばタクシーに乗っている時も 

ご飯をつくっている時も、 

その心持ちさえあればすべてが吟行です。 

目や耳など五感から入ってくる情報でアンテナ

に触れるものがあれば、すぐに掬い取って句帳に

メモし、その五感を頭の中で変換し文字に変えて

いきます。 

 

 

昔のことですが、吟行をしながら頭の中で言葉を

こねくり回していてウンザリしたことがありま

した。 

その時、墓石の隙間に生えるスミレがふと目に 

留まり、瞬間、ハッとしました。 

自分の脳味噌から出てくる言葉は自分以下のも

のでしかない、 

スミレや石、風、空のほうが私の灰色の脳細胞よ

りも、よっぽど新鮮な情報を持っていることを 

教えられたのです。 

五感を働かせることで、そんな体験をすることも

少なくありません。 

 

物の見方を 180 度変える俳句の力 

 俳人の世界ではよく 

「生憎という言葉はない」 

と言われます。 

「きょうは生憎の雨で桜を見ることができな

い」 

これは一般人の感覚ですが、俳人たちは 

「これで雨の桜の句を詠める」と考えます。 

雲に隠れて仲秋の名月が見えない時には 

「無月を楽しむ」、 

雨が降ったら「雨月を楽しむ」と捉えます。 

これは日本人ならではの精神であり、俳人の

心根にあるものなのかもしれません。 

その精神で俳句を続けていくと、個人的な 

不幸や病気、苦しみ、憎しみなどマイナスの

要素のものが、すべて句材と思えるようにな

るのです。 

 

 

私たちの仲間でも、病気や家庭の事情などを

抱えながら頑張って生きている人がたくさん

います。 

引きこもっていた人が俳句に出合って外に 

出歩けるようになったとか、視覚に障害を 

得て落ち込んでいた人が元気になったとか、

大切な家族を亡くされた人が俳句仲間に 

支えられて立ち直ることができたとか、 

そういう例は枚挙に遑がありません。 

それまで何をやってもマイナス思考で、 

螺旋階段をグルグル回りながら果てしなく 

下りていくように生きていた人が、 

物の見方が全く変わっていきいきとした人生

を生きるようになる。 

これこそが俳句の力ではないでしょうか。 

 

夏井 いつき  俳人 致知出版社 



 

通勤客でいっぱいになった電車にて。 

つり革をつかんで立っていたＯＬが「プッ」とおならをしてしまった。              

周囲の客の視線が彼女に集まる。 

これはいけない、と機転を利かした彼女。 

目の前に座っている老人にすかさず 

「お爺さん、お腹の具合が悪いのですか？」とたずねた。 

すると、老人はキョトンとして、 

「わしの腹調子が悪いと、姉さんが屁こくんかいな？」 

おなら 

」 

https://kawaguchi-morning.jp/ 

 

https://saitama-kk.org/ 

 

https://www.chibahojin.jp/ 

 

https://www.moralogy.jp 

 
https://k-puro.co.jp/ 
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とある学校で、授業の始まりに「起立、礼」の号

令でクラスの皆が挨拶をすると、先生は「今の挨

拶はよろしくない。もう一度やり直しましょう」

と。知らず知らずのうちに、心のこもらない形だ

けの挨拶になっていたようです。 

やり直した後、先生は生徒たちに向けて「私たち

は今、お互いに誰に挨拶をしたのでしょう」と問

いかけました。続けて「諸君と私の間だけの挨拶

であるなら、やり直す必要はなかったかもしれ

ない」と言って次の説明をされました。 

 

「もちろん、始業・終業の挨拶は、教師である私

と生徒である諸君との間の挨拶である。それも

大切なことです。しかし、一番大切な意味は他に

ある。これからこの時間に、この教室で私たちが

学ぶことのすべては、それを苦労して研究し、 

確かめ、実践し、私たちに伝えて下さった先人・

先学・先賢のご苦労によるものである。 

私たちは、始業・終業に、その諸恩人に感謝と誓

いの心を込めてご挨拶しているのである」と。 

・・・とても素敵な先生のお話の紹介でした。 

機械警備事業  弊社のセキュリティプランにセコム・ALSOK の大手警備会社のインフラを使用         

防犯カメラ事業 周辺環境・建物構造・人的要因等を加味し用途に沿ったカメラ選別と適位置へ設置      

損害保険事業  セコム損害保険の代理店としてお客様に最適なプランをご提案         

https://kawaguchi-morning.jp/
https://saitama-kk.org/
https://www.chibahojin.jp/
https://www.moralogy.jp/
https://k-puro.co.jp/

